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巣内精子回収法（testicular sperm extraction 以下、TESE とする）や顕微鏡下精巣精子採取術

















































































































































































 精巣内精子採取術精巣内精子回収法（testicular sperm extraction 以下、TESE とする）や顕微鏡下精
巣精子採取術（microdissection TESE 以下、MD-TESE とする）の技術開発により、無精子症が指摘さ
れた夫婦であっても「子どもが持てるかもしれない」期待をもつことができるようになった。無精子症
告知を受けた夫婦にどのような問題が生じているのか。無精子症告知を受けた男性の心理を詳細に分析
し、「妻の希望をくみ取る生植の意思決定」「妻を守る対処行動」「妻への罪悪感」「親への申し訳なさ」
などの12のカテゴリーを抽出した。このカテゴリー間の関連性から３つの心理的特性を引き出している。
男性が不妊に対して無防備な状態のまま不妊当事者となり、心理的な危機を増長させることに繋がるこ
と、２つ目の特性として男性の性役割観に基づいて生じる心理が存在すること。３つ目には、医療環境
や日常生活といった、社会との関わりを通して生じた心理の存在である。そのパートナーを持つ女性の
「生殖」に関わる意思決定過程の分析は、分析展開に独自性が発揮され、不妊看護の専門性の高さが伺
える。事例研究法を軸とし、帰納的分析の精度が極めて高いと言える。これらの分析過程から看護とし
てどのような支援が必要であるのか、高度看護実践に応えられる支援モデル化を明確にした論文である。 
以上より、本論文は、本学学位規定に定める博士（看護学）の学位を授与することに値する者であり、申請者は
看護学における研究活動を自立して行うことに必要な高度な研究能力と豊かな学識を有すると認め、論文審査
および最終試験に合格と判定した。 
 
